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林基治 ･目片文夫 ･大石高生 ･清水慶子
<研究概要>
A)霊長類脳内生理活性物質一分布特性と発生 ･発達 ･加齢
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竹中修 ･平井啓久 ･中村仰 ･拭岡一雄
<研究業繍>
All)タンザニアに生息するチンパンジーの遺伝的変異の研究




竹中修 ･田中 (上野)寛子 (非常勤研究員)･水野徳子 (技術補佐員)
体毛糞などの非侵襲的な試料を用いミトコンドリアD-Loopの解析を進めた.対象はコンゴ民主共
和国カフジ群とイテベロ群である.ハプロタイプからこれらの両群ではメスの迫伝的交流がまれである
ことが解った.
A･3)MHC遺伝子解析によるニホンザルの繁殖構造の解明
田中 (上野)寛子 (非常勤研究員)･竹中修
ニホンザルの配偶者選択と主要組織適合性抗原複合体 (MHC)遺伝子型多型との関係を明らかにす
る目的で,MHC遺伝子を分析 した.
B･1)霊長類の染色体進化に由する研究(1)チンパンジーのゲノム不毛地帯 (RCRO)の特性
平井啓久 ･松林清明 (人類進化モデル研究センター)
チンパンジーの染色体に,テロメア配列,次端部反筏配列,および転移性反後配列からなる種特界
的な複合領域 (RCROと命名)があることを発見した.加えて,その領域が与える減数分裂の染色体行
動への影響を解析した.
B･2)霊長規の染色体進化に関する研究(2)ヒトとチンパンジーにおける核小体形成部位の不活性化機
構
zavala･Guillen,A.K.(大学院生)･平井百合子 (技能補佐員)･平井啓久
ヒトとチンパンジーの核小体形成部位 (NOR)の不活性化を比較したところ,ヒトではrDNAを消
失する変異が有意に多く,一方チンパンジーでは遺伝子の発現抑制の変異が有意に多いことが明らかに
なった.遺伝子抑制は DNAのメチル化とヘテロクロマチンの位置効果による遺伝子沈黙によるもので
あった.
Bl3)霊長類の集団迫伝学的研究(1)アジルテナガザルの亜種分化に関わる総合調兼
平井啓久 ･田中洋之 (集団迫伝分野)･HeryWijayanto,DyahPerwitasari-Farajalah(ボゴール農科
大学)･平井百合子 (技能補佐員)'
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